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問

本
市
の
生
活
排
水
対
策
の
基

本
的
な
考
え
方
を
聞
く
。

答

本
市
の
生
活
排
水
対
策
は
、

総
合
計
画
や
環
境
基
本
計
画
な
ど
の

上
位
計
画
を
踏
ま
え
、
国
か
ら
示
さ

れ
た
効
率
的
な
汚
水
処
理
整
備
の
た

め
の
都
道
府
県
構
想
策
定
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
参
考
に
、
平
成
23
年
度
に
策
定

し
た
高
知
市
生
活
排
水
処
理
構
想
に

よ
り
進
め
て
い
る
。

　

同
構
想
に
お
い
て
は
、
経
済
性
を

基
本
と
し
つ
つ
、
周
辺
環
境
へ
の
影

響
や
整
備
に
要
す
る
時
間
な
ど
を
考

慮
し
、
集
合
処
理
が
有
利
な
区
域
は

公
共
下
水
道
に
よ
る
面
的
整
備
を
行

い
、
既
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備

が
進
ん
で
い
る
地
区
や
公
共
下
水
道

の
整
備
に
20
年
以
上
の
期
間
を
要
す

る
地
区
、
水
質
保
全
の
上
で
生
活
排

水
処
理
を
急
ぐ
地
区
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
促
進
区
域
と
し
て
区
分
け

を
し
て
い
る
。

問

人
口
減
社
会
の
到
来
等
を
踏

ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
生
活
排
水

対
策
を
進
め
る
の
か
聞
く
。

答

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に

策
定
し
た
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
、
人
口
推
計
や
厳
し
い
財
政

状
況
な
ど
の
下
水
道
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
の
変
化
や
、
今
後
の
整
備
に

要
す
る
期
間
、
鏡
川
の
水
質
保
全
の

観
点
な
ど
を
検
討
し
、
生
活
排
水
対

策
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
比
較
的
合
併
処
理
浄

化
槽
の
多
い
地
域
、
約
５
３
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
合
併
処
理
浄
化
槽
促
進
地

域
へ
転
換
し
、
下
水
道
計
画
区
域
を

現
在
の
４
７
４
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し

た
。

　

ま
た
、
今
後
10
年
程
度
で
の
汚
水

処
理
施
設
の
概
成
に
向
け
、
人
口
減

少
等
や
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
下

水
道
や
合
併
処
理
浄
化
槽
等
の
整
備

区
域
の
す
み
分
け
を
再
検
討
し
た
新

し
い
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
中
で
、
適
切
な
生
活
排
水
対
策
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問

市
民
が
利
用
し
や
す
い
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
等
に
係
る
補
助

制
度
の
実
施
に
つ
い
て
聞
く
。

答

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
に
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

従
来
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う
設
置

補
助
か
ら
、
単
独
処
理
浄
化
槽
と
く

み
取
り
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換

す
る
た
め
の
制
度
に
移
行
し
た
。

　

現
行
の
制
度
は
、
５
人
槽
の
場
合

に
は
国
等
の
設
置
補
助
33
万
２
０
０

０
円
に
加
え
、
単
独
処
理
浄
化
槽
撤

去
補
助
９
万
円
と
市
単
独
の
配
管
補

助
９
万
円
お
よ
び
く
み
取
り
撤
去
補

助
３
万
円
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
も
増
加
し
て
い
る
が
、
転

換
を
よ
り
促
進
し
、
そ
の
意
欲
を
高

め
る
政
策
誘
導
を
行
う
た
め
、
現
在

策
定
中
の
次
期
鏡
川
清
流
保
全
基
本

計
画
に
お
い
て
、
河
川
の
水
質
保
全

の
観
点
か
ら
鏡
川
上
流
域
で
の
浄
化

槽
に
係
る
新
築
補
助
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、

中
核
市
６
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
保

守
点
検
や
法
定
検
査
の
維
持
管
理
費

に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

問

上
下
水
道
の
管
路
の
老
朽
化

対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答

現
在
、
下
水
道
管
路
の
老
朽

化
対
策
は
、
緊
急
的
な
修
繕
が
必
要

な
箇
所
に
つ
い
て
順
次
修
繕
工
事
を

行
う
事
後
対
応
型
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
は
老
朽
管
路
が
増
大

し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
予
防
保
全
の

観
点
か
ら
、
水
道
事
業
で
は
高
知
市

水
道
事
業
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
や
高
知
市
水
道
事
業
南
海
地
震

対
策
基
本
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
な

管
路
の
敷
設
替
え
を
進
め
、
下
水
道

事
業
で
は
本
年
度
か
ら
国
の
定
め
る

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策

定
に
着
手
し
、
計
画
的
な
更
新
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

県
域
の
84
％
・
市
域
の
56
％
を
森

林
が
占
め
る
本
県
、
本
市
に
と
っ
て
、

森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

し
か
し
、
森
林
の
大
半
を
有
す
る

中
山
間
地
域
は
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お

り
、
新
た
な
産
業
お
こ
し
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
原
木

生
産
か
ら
木
材
加
工
・
流
通
ま
で
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
多
様
な
資
源

を
融
合
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
事
業

や
産
業
を
持
続
的
に
生
み
出
そ
う
と

す
る
林
業
・
木
材
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

の
形
成
が
あ
り
ま
す
。

問

県
産
木
材
の
販
路
拡
大
に
つ

い
て
聞
く
。

答

県
産
木
材
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
㈳
高
知
県
木
材
協
会
と
県
内
製

材
業
者
で
組
織
さ
れ
た
土
佐
材
流
通

促
進
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
新
国

立
競
技
場
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
施
設
や
民
間
建
築
物
で
の

活
用
を
含
め
、
多
方
面
で
県
産
木
材

の
販
路
拡
大
の
た
め
の
外
商
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
材
）

に
つ
い
て
も
、
国
会
議
員
の
議
員
連

盟
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
の
環
境
整
備

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
普
及
促
進
に

弾
み
が
つ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

木
材
団
地
で
稼
働
し
て
い
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
使
用
す

る
木
材
に
つ
い
て
聞
く
。

答

同
発
電
所
は
、
こ
れ
ま
で
山

林
に
放
置
さ
れ
て
き
た
未
利
用
材
等

を
専
用
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
も
の

で
、
丸
太
を
燃
料
用
チ
ッ
プ
化
す
る

施
設
を
併
設
し
た
全
国
初
の
発
電
所

で
あ
る
。

　

こ
の
発
電
所
で
使
用
す
る
燃
料
木

材
は
、
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度
の
設
備
認
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
間
伐
材
を

由
来
と
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
認

定
を
受
け
た
木
材
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
認
定
を
行
う
高
知

県
森
林
組
合
連
合
会
等
の
団
体
に
加

入
し
て
い
な
い
小
規
模
な
林
業
経
営

者
は
認
定
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、

発
電
用
燃
料
木
材
を
出
荷
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
７
月
か
ら
、
小

規
模
な
林
業
経
営
者
に
対
し
、
市
域

内
の
山
林
で
間
伐
に
よ
っ
て
生
産
さ

れ
た
木
材
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
場
合
に
、
本
市
が
代
行
し
て
証
明

を
行
う
制
度
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
代
行
証
明
に
よ
り
、
搬
出

間
伐
の
担
い
手
を
広
げ
、
本
市
の
林

業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問

今
後
、
森
林
資
源
の
利
用
拡

大
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
聞
く
。

答

現
在
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用

の
木
材
は
一
定
流
通
し
て
い
る
が
、

建
築
関
係
の
木
材
の
動
き
は
鈍
い
と

感
じ
て
い
る
。

　

原
木
生
産
地
で
は
、
高
知
市
森
林

組
合
と
連
携
し
た
効
率
的
な
作
業
道

の
開
設
に
取
り
組
み
、
消
費
・
流
通

の
部
分
で
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
集
成
材
の
普

及
促
進
に
向
け
て
、
県
や
木
材
団
地

等
と
連
携
し
、
木
材
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

生
活
排
水
対
策
の
方
向
性

森
林
資
源
の
有
効
活
用

市
民
が
親
し
め
る
水
辺
空
間
の
保
全
に
向
け
て


